
は
じ
め
に

政
体
取
調
と
は
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
か
ら
八
年
（
一
八
七
五
）
に
か
け
て

行
わ
れ
た
一
連
の
太
政
官
制
改
革
の
動
き
で
あ
る
。
そ
の
成
果
は
、
明
治
八
年
四

月
一
四
日
の
第
五
九
号
布
告
、
い
わ
ゆ
る
「
漸
次
立
憲
政
体
樹
立
の
詔
」
に
結
実

し
、
立
憲
政
体
成
立
史
の
観
点
か
ら
重
要
な
政
治
行
動
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
。

角
田
茂
氏
は
、
漸
次
立
憲
政
体
樹
立
の
詔
の
制
度
的
意
義
を
太
政
官
正
院
制
の

成
立
に
求
め
、
政
体
取
調
の
中
に
太
政
官
官
制
改
正
の
前
提
と
な
る
構
想
を
見
出

そ
う
と
試
み
て
い
る
（
１
）
。
従
来
は
佐
々
木
高
行
の
日
記
な
ど
か
ら
断
片
的
に
知
ら
れ

て
い
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
「
政
体
取
調
案
」
を
『
公
文
別
録
』
の
中
か
ら
発
掘
し
、

そ
の
上
で
実
際
に
成
立
し
た
太
政
官
正
院
制
と
「
政
体
取
調
案
」
の
共
通
点
お
よ

び
相
違
点
を
明
ら
か
に
し
た
。

ま
た
、
奥
田
晴
樹
氏
は
、
明
治
六
年
政
変
後
の
政
局
に
お
い
て
浮
上
し
て
く
る

政
治
課
題
と
し
て
立
憲
政
体
導
入
の
問
題
を
重
要
視
し
、
そ
の
一
つ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
と
し
て
明
治
六
年
一
一
月
一
九
日
に
正
院
内
閣
で
着
手
が
決
定
さ
れ
た
政
体
取

調
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
大
久
保
構
想
と
木
戸
構
想
の
差
異
を
認
め
つ
つ
も
、
地

方
官
の
会
議
開
設
と
左
院
に
よ
る
「
国
憲
」
の
編
纂
と
い
う
二
つ
の
方
向
を
確
認

し
た
政
体
取
調
（
第
一
期
、
明
治
六
年
一
一
月
〜
明
治
七
年
二
月
）
を
積
極
的
に

評
価
し
て
い
る
（
２
）
。

こ
れ
ら
政
治
史
・
制
度
史
か
ら
の
視
角
と
は
異
な
り
、
文
書
学
の
立
場
か
ら
政

体
取
調
を
取
り
上
げ
た
の
が
中
野
目
徹
氏
で
あ
る
。
中
野
目
氏
は
国
立
公
文
書
館

所
収
史
料
の
中
で
も
、「
青
表
紙
本
」
と
呼
ば
れ
る
史
料
群
が
存
在
す
る
こ
と
を

指
摘
し
、『
公
文
録
』『
太
政
類
典
』
な
ど
の
「
茶
表
紙
本
」
と
は
異
な
る
史
料
群

と
し
て
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
た
（
３
）
。
た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
史
料
群
が
ど
う
い
う

部
局
で
作
成
・
保
管
さ
れ
て
き
た
か
言
及
し
て
い
な
い
点
で
、
史
料
群
の
性
格
が

明
ら
か
に
な
っ
た
と
は
言
い
が
た
い
。
角
田
論
文
も
『
公
文
別
録
』
以
外
の
史
料

と
比
較
し
て
い
な
い
の
で
、
同
様
の
批
判
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

本
稿
の
目
的
は
、
政
体
取
調
の
政
治
史
的
意
義
を
探
る
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、

文
書
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
諸
史
料
を
検
討
し
、
そ
の
史
料
が
存
在
す
る
史
料
群

政
体
取
調
一
件
書
類
に
見
る
明
治
初
期
行
政
文
書
の
性
格

小

林

延

人

東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要

第
十
四
号

二
〇
一
〇
年
三
月

17



の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
必
然
的
に
政
体
取
調
の
持
つ

政
治
史
的
意
味
に
つ
い
て
は
既
存
の
研
究
に
大
き
く
依
拠
す
る
こ
と
に

な
る
が
、
政
体
取
調
一
件
書
類
相
互
の
関
係
性
を
提
示
す
る
こ
と
で
、

上
記
の
課
題
以
外
に
も
、
政
体
取
調
に
関
し
て
具
体
的
に
ど
う
い
う
経

緯
で
参
議
・
大
臣
間
の
合
意
が
取
れ
た
の
か
を
確
定
し
た
い
。

な
お
、
本
稿
で
取
り
扱
う
政
体
取
調
一
件
書
類
と
は
、
Ａ
「
政
体
取

調
書
原
案
」（『
公
文
別
録
』
太
政
官
・
明
治
元
年
〜
一
〇
年
・
第
四

巻
・
明
治
五
年
〜
一
〇
年
）、
Ｂ
「
左
右
院
被
廃
元
老
大
審
二
院
被
置

ニ
付
勅
語
并
職
制
章
程
」（『
単
行
書
』
官
符
原
案
・
原
本
・
第
一
〇
）、

Ｃ
「
立
憲
政
体
ノ
詔
書
御
布
告
案
」（『
公
文
録
』
明
治
八
年
・
第
四

巻
・
明
治
八
年
四
月
・
課
局
）、
Ｄ
「
左
右
院
被
廃
元
老
院
大
審
院
被

置
御
達
按
」（『
公
文
録
』
明
治
八
年
・
第
四
巻
・
明
治
八
年
四
月
・
課

局
）、
の
四
点
で
あ
る
。
他
に
も
書
翰
・
日
記
中
に
政
体
取
調
書
に
関

す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
（
４
）
、
行
政
文
書
の
性
格
を
探
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
本
稿
で
は
、
考
察
の
対
象
か
ら
除
外
し
た
。『
公
文

別
録
』『
単
行
書
』『
公
文
録
』
そ
れ
ぞ
れ
に
、
同
一
の
議
案
を
審
議
す

る
決
裁
文
書
が
含
ま
れ
、
な
お
か
つ
作
成
者
や
回
覧
者
の
押
印
が
あ
る

一
件
書
類
は
稀
で
あ
り
、
行
政
文
書
の
比
較
を
行
う
上
で
適
切
な
史
料

と
考
え
る
。【
図
１
】
は
そ
れ
ら
各
文
書
の
階
層
構
造
を
表
し
て
お
り
、

史
料
に
は
任
意
の
番
号
を
附
し
た
。

ま
た
、
政
体
取
調
の
動
き
は
、
伊
藤
と
寺
島
が
政
体
取
調
「
専
任
」

参
議
に
任
命
さ
れ
る
明
治
六
年
一
一
月
か
ら
明
治
七
年
二
月
の
佐
賀
の

乱
ま
で
の
第
一
期
と
、
明
治
八
年
一
月
に
開
か
れ
た
大
阪
会
議
か
ら
同

年
四
月
の
詔
書
布
告
ま
で
の
第
二
期
に
分
け
ら
れ
る
が
、
行
政
文
書
か

ら
伺
え
る
動
向
は
第
二
期
が
中
心
で
あ
る
（
５
）

。

【図１】 各文書の階層構造

罫紙
○『公文別録』太政官・明治元年～十年・第四巻・明治五年～明治十年
「政体取調書原案」

太政官
松菊舎
松菊舎
太政官
太政官
太政官
太政官
太政官
太政官
太政官
太政官
太政官
太政官
太政官
太政官
太政官

太政官
太政官
太政官
太政官
太政官
太政官

作成

木戸孝允
木戸孝允
木戸孝允
寺島宗則・伊藤博文
寺島宗則・伊藤博文
寺島宗則・伊藤博文
寺島宗則・伊藤博文
寺島宗則・伊藤博文
寺島宗則・伊藤博文
寺島宗則・伊藤博文
寺島宗則・伊藤博文
寺島宗則・伊藤博文
寺島宗則・伊藤博文
寺島宗則・伊藤博文
寺島宗則・伊藤博文

内史
内史

内史

年代

明治８年４月４日

明治８年４月１８日
明治８年４月１７日
明治８年４月１８日

明治８年４月８日

史料表題

「政體取調書原案」表紙
立憲政体ノ詔書布告原案
元老院章程原案
「政体取調案」表紙
立憲政体ノ詔書布告案
内閣職制案
内閣章程案
元老院職制案
元老院章程案
行政院職制案
行政院章程案
大審院職制案
大審院章程案
内史章程案
外史章程案
元老院議官登用に付伺い
内史所管各課人選案
品山評水
元老院人選につき廻状
元老院人選につき廻状
元老院議官任官案１
元老院議官任官案２
發令順序
布告・布達案

番号

A�―１
A�―２

A�―１
A�―２
A�―３
A�―４
A�―５
A�―６
A�―７
A�―８
A�―９
A�―１０
A�―１１

A�―１
A�―２
A�―３
A�―４

A�

A�

A�
A�
A�

A�
A�

簿冊名
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○『単行書』官符原案・原本・第十
「左右院被廃元老大審二院被置ニ付勅語并職制章程」

太政官
太政官
太政官
太政官
太政官
太政官
太政官
太政官
太政官
太政官
太政官
太政官
太政官
太政官
太政官
太政官
太政官
太政官
太政官
太政官

○『公文録』明治八年・第四巻・明治八年四月・課局
「立憲政体ノ詔書御布告案」

太政官公文
太政官公文
太政官公文
太政官公文
太政官公文
太政官公文

太政官
太政官

「左右院被廃元老院大審院被置御達按」
太政官
太政官

太政官
太政官

太政官
太政官
太政官
太政官

政体取調掛

内史
外史

明治８年４月８日

正院・元老院・大審院職制章程案

明治８年３月２７日

正院元老院大審院職制章程案

明治８年４月１４日

明治８年４月２５日

明治８年４月１４日
明治８年４月１４日
明治８年４月１４日
明治８年４月１４日
明治８年４月１４日
明治８年４月１４日
明治８年４月１４日
明治８年４月１４日
明治８年４月１４日
明治８年４月１４日
明治８年４月１４日

布告・布達案
立憲政体ノ詔書御布告案

正院職制
内史所管課局
正院章程
元老院職制
元老院章程
覚書
司法省章程
司法省職制
カガミ
内閣職制
内閣章程
元老院職制
元老院章程
行政院職制
行政院章程
大審院職制
大審院章程

立憲政体ノ詔書御布告案

正院職制
正院章程
元老院職制
元老院章程
詔書冩
正院職制章程
元老院職制章程

布告・達案
布告・達案
第五十九號
左院へ達
司法省へ達
第六拾號
式部寮へ達
宮内省へ達
式部寮へ達案
式部寮へ達
第五拾六號

B�―１
B�―２
B�―３
B�―４
B�―５

B�―１
B�―２

B�―１
B�―２
B�―３
B�―４
B�―５
B�―６
B�―７
B�―８

C�―１
C�―２
C�―３
C�―４
C�―５
C�―６
C�―７

D�―１
D�―２
D�―３
D�―４
D�―５
D�―６
D�―７
D�―８
D�―９
D�―１０

B�
B�
B�

B�

B�

C�
C�

D�
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第
一
章

『
公
文
別
録
』
の
性
格

『
公
文
別
録
』
は
、
明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）
末
に
内
閣
記
録
局
が
策
定
し

た
「
記
録
目
録
」
の
一
二
分
類
（
の
ち
一
三
分
類
）
の
一
つ
で
、『
公
文
録
』
と

と
も
に
第
一
類
と
さ
れ
た
史
料
群
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

政
体
取
調
一
件
書
類
の
な
か
で
、
最
も
初
期
に
作
成
さ
れ
た
も
の
が
『
公
文
別

録
』
中
に
含
ま
れ
る
Ａ
「
政
体
取
調
書
原
案
」
の
史
料
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
そ
の

作
成
過
程
を
分
析
し
、『
公
文
別
録
』
の
性
格
を
類
推
し
た
い
。

出
発
点
と
な
る
の
は
、「
政
體
取
調
書
原
案
」
と
記
し
た
表
紙
が
付
さ
れ
る
Ａ

�
‐
１
で
あ
る
。

【
Ａ
�
‐
１
】
朕
夙
ニ
大
統
ヲ
承
ケ
方
ニ
内
外
の
多
難
ニ
際
ス
、
夙
夜
競
々
以
テ

列
聖
ノ
丕
積
ヲ
堕
サ
ン
コ
ト
ヲ
懼
ル
、
故
ニ
即
位
ノ
初
断
然
神
武
ノ
基
業
ニ

則
リ
摂
関
幕
府
ヲ
廃
シ
、（
挿
入
）「
群
臣
ヲ
會
シ
」
五
事
ヲ
以
テ
天
地
神
明

ニ
誓
ヒ
國
是
ヲ
定
メ
公
議
ヲ
竭
シ
一
新
更
始
（
挿
入
）「
以
テ
」
萬
民
保
全

ノ
道
ヲ
求
ム
、
爾
来
経
営
八
年
幸
ニ
祖
宗
ノ
霊
ト
群
臣
ノ
力
ト
ニ
頼
リ
以
テ

今
日
ノ
小
康
ヲ
獲
タ
リ
、
然
ト
モ
朕
惟
ニ
方
今
外
交
日
々
盛
ノ
時
顧
フ
ニ
中

興
日
浅
ク
内
治
ノ
當
ニ
未
タ
ハ
ス
振
作
更
張
ス
ヘ
キ
者
固
ヨ
リ
未
タ
茲
（
傍

注
）「
遽
ニ
」
此
ニ
止
ル
可
ラ
ス
、（
挿
入
）「
仍
テ
」
朕
今
昨
年
五
月
ノ
詔

旨
ヲ
践
シ
必
朕
カ
初
志
ヲ
達
シ
五
事
誓
文
ノ
意
ヲ
擴
充
セ
ン
ト
欲
シ
シ
、

（
挿
入
）「
於
是
」
元
老
及
ヒ
地
方
會
議
ノ
両
院
ヲ
開
キ
、
茲
ニ
以
テ
國
家
ノ

定
律
ノ
政
體
ヲ
確
立
セ
ン
ト
（
挿
入
）「
欲
」
す
、（
挿
入
）「
茲
ニ
」
即
政

令
ノ
本
於
是
テ
立
チ
法
律
ノ
原
於
是
テ
定
リ
、
上
下
ノ
權
理
相
保
存
シ
天
下

ノ
休
戚
相
関
切
ス
ル
ヲ
得
テ
國
權
以
テ
張
リ
國
力
以
テ
強
キ
ヲ
致
シ
朕
元
老

院
ヲ
設
ケ
以
テ
立
法
原
ヲ
廣
メ
、
大
審
院
ヲ
置
キ
以
テ
審
判
ノ
権
ヲ
固
鞏
ク

シ
、
又
昨
年
五
月
ノ
詔
旨
ニ
依
リ
地
方
會
議
官
ヲ
招
集
シ
、
以
民
情
ヲ
通
シ
、

公
益
ヲ
圖
り
、
汝
衆
庶
ト
皆
具
ニ
其
慶
ヲ
ニ
頼
ラ
ン
ト
ス
其
著
手
施
設
ノ
如

キ
ハ
朕
固
リ
當
ニ
親
ラ
之
ニ
任
シ
将
ニ
以
テ
衆
庶
ニ
詔
ク
ル
コ
ト
有
ラ
ン
ト

ス
其
方
法
節
目
ノ
如
キ
ハ
将
ニ
漸
ク
以
テ
施
設
ス
ル
﹇
読
取
不
可
（
６
）
﹈、
汝
衆

庶
其
敢
テ
或
ハ
舊
ニ
泥
ミ
故
ニ
慣
ル
ゝ
コ
ト
莫
ク
、
亦
敢
て
或
ハ
軽
易
躁
進

ニ
軽
ク
急
ナ
ル
コ
ト
莫
ク
、
必
朕
カ
志
ヲ
體
認
シ
以
テ
朕
カ
業
ヲ
翼
賛
シ
以

テ
大
ニ
斯
時
ヲ
制
セ
ヨ
、
汝
衆
庶
其
欽
メ
哉
セ
ヨ
、﹇
修
正
は
す
べ
て
朱

字
﹈

「
松
菊
舎
」
の
罫
紙
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、「
松
菊
」
の
号
を
持
つ
木
戸
孝
允
が

作
成
者
と
考
え
ら
れ
る
。
木
戸
は
、
大
阪
会
議
の
場
で
漸
次
的
立
憲
君
主
制
の
方

向
で
「
政
府
組
織
改
革
図
案
」
を
示
し
（
７
）
、
明
治
八
年
三
月
八
日
に
は
参
議
に
復
帰

し
て
い
る
の
で
、
大
阪
会
議
で
得
ら
れ
た
大
久
保
・
板
垣
ら
と
の
合
意
を
背
景
に

自
身
の
構
想
を
案
文
化
し
た
も
の
と
言
え
る
（
８
）
。
同
年
三
月
、
木
戸
・
大
久
保
・
板

垣
・
伊
藤
の
四
参
議
が
政
体
取
調
掛
に
任
命
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
考
慮
す
れ
ば
、

年
代
は
参
議
に
就
任
し
た
三
月
八
日
か
ら
次
章
で
見
る
三
月
二
七
日
案
（
Ｂ
�
）

ま
で
の
間
に
作
成
さ
れ
た
と
推
定
で
き
る
。

内
容
は
、
天
皇
の
名
を
も
っ
て
五
箇
条
の
御
誓
文
（「
五
事
誓
文
」）
を
拡
充
し
、

「
國
家
ノ
定
律
ノ
政
體
ヲ
確
立
セ
ン
」
と
企
図
す
る
と
い
う
も
の
で
、
そ
の
手
段

と
し
て
元
老
院
の
設
立
と
大
審
院
の
設
置
、
地
方
官
の
召
集
を
掲
げ
て
い
た
。
木

戸
は
明
治
六
年
七
月
、
米
欧
回
覧
か
ら
帰
国
し
た
そ
の
月
の
う
ち
に
提
出
し
た
建

言
書
に
お
い
て
も
、
五
箇
条
の
御
誓
文
を
「
政
規
」
と
し
て
「
国
是
」
を
拡
充
す

る
必
要
性
を
説
い
て
い
る
（
９
）
。
そ
の
意
味
で
明
治
六
年
政
変
以
前
と
以
後
の
木
戸
の

主
張
は
一
貫
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
訂
正
箇
所
が
非
常
に
多
く
、
ま
だ
布
告
と
し

て
成
文
化
す
る
段
階
に
到
っ
て
い
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
史
料
に
は
元
老
院
章
程
案
（
Ａ
�
‐
２
）
が
付
さ
れ
て
お
り
、
当
初
の
木
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戸
の
構
想
で
は
立
憲
政
体
詔
書
と
元
老
院
章
程
の
布
告
は
一
体
と
し
て
捉
え
ら
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
の
後
明
治
八
年
四
月
四
日
、
寺
島
宗
則
・
伊
藤
博
文
両
参
議
が
木
戸
原
案
に

刪
定
を
加
え
、
立
憲
政
体
ノ
詔
書
御
布
告
案
と
具
体
的
な
各
職
制
・
章
程
が
作
成

さ
れ
る
（
Ａ
�
）。
寺
島
・
伊
藤
は
明
治
六
年
一
一
月
一
九
日
、
政
体
取
調
「
専

任
」
参
議
に
就
い
て
お
り
、
政
体
取
調
の
第
一
期
の
動
き
を
引
き
継
い
だ
も
の
で

あ
っ
た
。
内
閣
職
制
・
章
程
、
行
政
院
職
制
・
章
程
、
大
審
院
職
制
・
章
程
、
内

史
章
程
、
外
史
章
程
が
加
わ
り
、
全
般
的
な
政
体
改
革
が
目
指
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
。

【
Ａ
�
‐
１
】
朕
即
位
ノ
初
首
ト
シ
テ
群
臣
ヲ
會
シ
五
事
ヲ
以
神
明
ニ
誓
ヒ
國
是

ヲ
定
メ
萬
民
保
全
ノ
道
ヲ
求
ム
、
幸
ニ
祖
宗
ノ
霊
ト
群
臣
ノ
力
ト
ニ
頼
リ
以

テ
今
日
ノ
小
康
ヲ
獲
リ
、
顧
フ
ニ
中
興
日
浅
ク
内
治
ノ
（
挿
入
）「
事
」
當

ニ
振
作
更
張
ス
ヘ
キ
者
未
遽
ニ
此
ニ
止
ラ
サ
ル
（
挿
入
）「
少
ト
セ
ズ
」「
ル

可
ラ
ス
」、
朕
今
誓
文
ノ
意
ヲ
擴
充
シ
、
茲
ニ
元
老
院
ヲ
設
ケ
以
テ
立
法
ノ

源
ヲ
廣
、
大
審
院
ヲ
置
キ
以
テ
審
判
ノ
權
ヲ
鞏
ク
シ
、
又
地
方
官
ヲ
召
集
シ

以
テ
民
情
ヲ
通
シ
、
公
益
ヲ
圖
リ
漸
次
ニ
國
家
定
律
ノ
政
體
ヲ
立
テ
汝
衆
庶

ト
倶
ニ
其
慶
ニ
頼
ン
ト
欲
ス
、
汝
衆
庶
其
レ
斯
旨
ヲ
體
シ
テ
汝
衆
朕
カ
業
ヲ

輔
翼
賛
セ
ヨ
、

明
治
八
年

月

日

う
ち
、
こ
の
立
憲
政
体
ノ
詔
書
布
告
案
（
Ａ
�
‐
１
）
は
木
戸
原
案
（
Ａ
�
‐

１
）
を
簡
略
化
し
て
い
る
が
、
五
箇
条
の
御
誓
文
を
拡
充
し
て
元
老
院
設
立
、
大

審
院
設
置
、
地
方
官
召
集
に
あ
た
る
と
い
う
原
案
の
骨
子
は
変
わ
ら
な
い
。

元
老
院
章
程
を
め
ぐ
る
木
戸
原
案
（
Ａ
�
‐
２
）
か
ら
寺
島
・
伊
藤
刪
定
案

（
Ａ
�
‐
５
）
へ
の
変
更
点
と
し
て
は
、
元
老
院
議
官
が
無
定
員
に
な
っ
た
こ
と
、

元
老
院
議
官
の
年
給
が
不
定
に
な
っ
た
こ
と
、
な
ど
が
あ
る
。

ま
た
、
大
臣
・
参
議
が
元
老
院
本
会
議
に
お
い
て
決
議
権
を
得
る
か
ど
う
か
に

つ
い
て
、
元
老
院
章
程
第
一
二
条
に
「
大
臣
参
議
ハ
何
時
ニ
テ
モ
其
事
由
ニ
拘
ラ

ズ
本
院
ニ
出
テ
會
議
ヲ
聴
具
意
見
ヲ
陳
ス
ル
ヲ
得
ル
ト
雖
決
議
ノ
員
数
中
ニ
加
ラ

ズ
ヘ
シ
」
と
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
訂
正
が
加
え
ら
れ
た
上
（
１０
）
、
欄
外
に
は
「
大

臣
参
議
ハ
決
議
ノ
員
數
中
ニ
加
ル
ヲ
以
テ
至
当
ト
ス
」
と
あ
り
、
こ
の
時
点
で
寺

島
・
伊
藤
内
で
意
見
が
ま
と
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
各
種
職
制
・
章
程
案
に
つ
い
て
は
大
臣
・
参
議
間
の
一
致
が
得
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
立
憲
政
体
ノ
詔
書
布
告
と
元
老
院
章
程
を
含
む
各
種
職

制
・
章
程
は
一
括
に
起
案
さ
れ
ず
、
当
面
は
布
告
の
順
序
を
定
め
た
Ａ
�
が
作
成

さ
れ
、
そ
れ
を
土
台
に
明
治
八
年
四
月
八
日
実
際
の
布
告
案
（
Ａ
�
）
が
起
案
さ

れ
る
。

【
Ａ
�
】
八
年
四
月
八
日

大
臣

内
史

（
印
）「
土
方
」（
印
）「
巌
谷
」

参
議

布
告
案

左
右
院
被
廢
候
事
、

元
老
院
大
審
院
被
置
候
事
、

左
院
被
廢
候
付
テ
ハ
諸
建
白
類
自
今
元
老
院
へ
可
差
出
事
、

式
部
寮
自
今
宮
内
省
へ
被
付
候
事
、

但
、
大
小
舎
人
ハ
正
院
へ
被
属
候
事
、

布
達
案

正
院
職
制
章
程
別
冊
之
通
被
改
定
候
事
、

宮
内
省

式
部
寮
自
今
其
省
へ
被
付
候
事
、
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左
院
へ
御
達
案

左
院
被
廢
候
ニ
付
而
ハ
本
院
中
書
類
一
切
正
院
へ
可
引
渡
事
、

左
院
三
等
出
仕
松
岡
時
敏
以
下
諸
官
員
へ

追
而
御
沙
汰
候
迄
是
迄
ノ
等
級
ヲ
以
テ
正
院
ニ
出
仕
致
シ
相
心
得
事
務
被
扱

可
致
事
、

司
法
省

大
審
院
事
務
引
渡
之
儀
ハ
追
而
被
仰
出
候
條
、
夫
迄
司
法
卿
職
掌
従
前
之
通

可
相
心
得
事
、各

省
使
府
縣
へ

官
位
任
叙
之
儀
ハ
是
�
式
部
寮
よ
り
相
達
候
處
、
自
今
正
院
よ
り
相
達
候
条
、

此
旨
相
達
候
事
、

（
別
筆
朱
字
）「
一
般
發
布
ノ
本
書
ハ
公
文
録
中
ニ
編
入
セ
リ
、
此
數
通
ノ
書

類
ハ
其
最
初
ノ
草
案
ニ
シ
テ
全
ク
施
行
ニ
及
ヒ
シ
モ
ノ
ニ
非
ス
、
然
レ
ト
モ

當
時
閣
議
ノ
原
案
ナ
ル
ヲ
以
テ
亦
廃
紙
ト
為
ス
ニ
忍
ビ
ス
、
乃
チ
此
ニ
編
シ

テ
以
テ
参
考
ニ
備
フ
ト
云
、」

Ａ
�
の
右
下
欄
内
に
は
「
土
方
〔
久
元
、
大
内
史
〕」「
巌
谷
〔
修
、
権
大
内

史
〕」
の
印
が
あ
り
、
起
案
課
は
内
史
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
内
史
は
「
詔

誥
・
制
勅
・
官
記
・
位
記
等
ヲ
掌
リ
、
機
務
ノ
文
案
ヲ
草
シ
、
国
史
ヲ
纂
集
シ
、

及
ヒ
各
課
局
ヲ
分
チ
諸
務
ヲ
幹
理
ス
」
と
定
め
ら
れ
た
職
制
で
（
１１
）
、
こ
の
よ
う
な
布

告
の
起
案
に
は
内
史
が
あ
た
っ
た
。
Ａ
�
は
カ
ガ
ミ
の
様
式
で
あ
り
（
１２
）
、
大
臣
・
参

議
の
回
覧
を
経
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
臣
・
参
議
の

押
印
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
当
案
は
回
覧
さ
れ
な
か
っ
た
、
も
し
く
は
決
を
得

ら
れ
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

実
際
に
決
裁
さ
れ
た
原
文
書
は
『
公
文
別
録
』
中
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、
決
裁

が
済
み
明
治
八
年
四
月
一
四
日
に
「
立
憲
政
体
詔
書
」（
第
五
九
号
）
が
布
告
さ

れ
る
と
、
元
老
院
の
新
設
、
内
史
機
構
の
改
編
に
あ
た
っ
て
、
正
院
職
員
の
処
置

方
法
を
伺
っ
た
Ａ
�
と
、
人
選
案
で
あ
る
Ａ
�
、
Ａ
�
が
作
成
さ
れ
る
。

【
Ａ
�
‐
１
】
元
老
院
人
選
別
紙
之
通
御
差
廻
候
御
意
見
承
度
候
、
猶
此
他
御
見

込
之
人
體
も
有
之
候
ハ
ヽ
御
申
立
有
之
度
候
也
、

追
而
御
意
見
無
之
候
ハ
ヽ
御
検
印
有
之
度
候
也
、

太
政
大
臣
三
条
実
美

右
大
臣
殿

御
検
印
相
済
候
ハ
ヽ
左
大
臣
へ
御
廻
し
可
有
之
度
也
、

【
Ａ
�
‐
２
】
元
老
院
人
選
別
紙
差
廻
申
候
意
見
承
度
候
、
猶
此
他
見
込
之
人
體

も
有
之
候
ハ
ヽ
申
立
有
之
候
也
、
追
而
意
見
無
之
候
ハ
ヽ
検
印
有
之
度
候
也
、

四
月
十
八
日

太
政
大
臣
三
条
実
美

参
議
御
中

【
Ａ
�
‐
３
】
八
年
四
月
十
七
日

大
臣

内
史

（
印
）「
土
方
」（
印
）「
巌
谷
」

参
議

伊
地
知
参
議

副
議
長

正
四
位

後
藤
象
二
郎

正
四
位

副
島
種
臣

参
議
正
四
位

勝
安
芳

従
四
位

福
岡
孝
悌

（
挿
入
）「
吉
井
友
美
」

兼
任

陸
軍
少
将

津
田
出

正
五
位

陸
奥
宗
光

任
元
老
院
議
官
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【
Ａ
�
‐
４
】
八
年
四
月
十
八
日

大
臣参

議

任
副
議
長

議
官

正
四
位

後
藤
象
二
郎

任
議
官

伊
地
知
正
治

仝

正
四
位

副
島
種
臣

仝

参
議

勝
安
芳

仝

従
四
位

福
岡
孝
悌

仝

正
五
位

吉
井
友
實

仝

正
五
位

陸
奥
宗
光

仝

正
五
位

松
岡
時
敏

仝

陸
軍
省
四
等
出
仕

西
周

兼
任
議
官

陸
軍
少
将

津
田
出

仝

同

鳥
尾
小
弥
太

仝

同

三
浦
梧
郎

仝

宮
内
三
等
出
仕

侍
講

加
藤
弘
之

（
欄
外
）「
後
」

仝

同

二
等
侍
講

福
羽
美
静

（
欄
外
）「
前
」

由
利
公
正

河
野
敏
鎌

山
口
尚
芳

元
老
院
の
人
選
に
関
し
て
、
ま
ず
内
史
が
Ａ
�
‐
３
を
作
成
す
る
が
、
参
議
の

同
意
を
得
ら
れ
ず
、
再
び
Ａ
�
‐
４
を
作
成
し
、
Ａ
�
‐
２
と
と
も
に
参
議
に
回
覧

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
参
議
の
同
意
を
得
た
Ａ
�
‐
４
案
は
Ａ
�
‐
１
に
付
さ
れ
て
右

大
臣
（
岩
倉
具
視
）・
左
大
臣
（
島
津
久
光
）
に
回
覧
さ
れ
、
三
條
・
内
史
の
元

に
戻
っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
Ａ
�
‐
４
で
掲
げ
ら
れ
た
候
補
者
の
う

ち
、
副
島
を
除
い
た
全
員
が
明
治
八
年
四
月
二
五
日
に
元
老
院
議
官
に
任
じ
ら
れ

て
い
る
。

顧
て
前
掲
し
た
Ａ
�
の
末
尾
に
注
目
す
る
と
、『
公
文
別
録
』
の
編
纂
者
に

よ
っ
て
「
當
時
閣
議
ノ
原
案
ナ
ル
ヲ
以
テ
亦
廃
紙
ト
為
ス
ニ
忍
ビ
ス
、
乃
チ
此
ニ

編
シ
テ
以
テ
参
考
ニ
備
フ
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
『
公
文
別
録
』
の
性
格

を
一
部
で
表
現
し
て
い
る
。
中
野
目
氏
も
指
摘
し
て
い
る
こ
と
で
繰
り
返
し
に
な

る
が
（
１３
）
、『
公
文
別
録
』
は
、「
閣
議
ノ
原
案
」
の
よ
う
に
決
裁
過
程
の
俎
上
に
乗
ら

な
く
と
も
参
考
史
料
と
し
て
内
史
に
残
さ
れ
た
文
書
、
書
翰
、
途
中
で
止
め
ら
れ

た
決
裁
原
議
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、『
公
文
別
録
』
の
編
纂

の
際
、
Ａ
�
と
そ
れ
に
関
連
す
る
Ａ
�
か
ら
Ａ
�
ま
で
の
史
料
が
一
括
り
に
さ
れ

「
政
体
取
調
書
原
案
」
と
題
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
政
体
取
調
書
原
案
」
を
含
む
簿
冊
の
件
名
は
【
表
１
】
の
よ
う
に
な
る
。
一

目
で
わ
か
る
の
は
、
編
年
史
的
に
編
ま
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
少
な
く
と
も
明
治

一
〇
年
以
降
に
ま
と
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
簿
冊
は

明
治
八
年
に
お
い
て
同
時
代
的
に
整
理
さ
れ
て
い
た
史
料
群
で
は
な
か
っ
た
。
簿

冊
の
目
次
に
は
、
上
部
に
「
内
閣
記
録
之
印
」
と
い
う
蔵
書
印
、
右
下
欄
内
に

「
宮
崎
」
印
が
あ
り
（
１４
）
、
記
録
部
局
に
移
管
さ
れ
て
『
公
文
別
録
』
と
し
て
編
纂
さ

れ
る
ま
で
（
１５
）
、
Ａ
の
史
料
群
は
Ａ
�
の
作
成
者
で
あ
る
内
史
が
保
管
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。

ま
た
、
同
一
簿
冊
中
に
あ
る
【
写
真
１
】「
戸
籍
権
頭
船
越
衛
外
五
名
各
地
方

ヘ
派
出
ニ
付
内
達
按
」（『
公
文
別
録
』
太
政
官
・
明
治
元
年
〜
一
〇
年
・
第
四

巻
）
は
、
カ
ガ
ミ
が
あ
り
、
作
成
者
の
印
が
押
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
印
が

墨
で
消
さ
れ
、
欄
外
右
上
に
「
廃
案
」
の
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
。
当
初
よ
り
大

臣
・
参
議
の
決
裁
印
は
押
さ
れ
て
お
ら
ず
、
決
裁
の
俎
上
に
乗
る
前
に
何
ら
か
の

理
由
で
廃
案
と
な
り
、
作
成
者
の
内
史
の
手
元
に
残
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
結
局
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は
廃
棄
さ
れ
ず
後
年
に
な
っ
て
『
公
文
別
録
』
編
纂
の
際
に
参
考
史
料
と
し
て
編

綴
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、『
公
文
別
録
』
に
は
決
裁
の
済
ん
で
い
な
い
決
裁
原
議
（
回
議

書
）
が
残
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
今
後
の
参
考
に
供
す
る
た
め
廃
棄
さ

れ
ず
に
、
記
録
部
局
が
編
纂
す
る
ま
で
原
局
―
こ
の
場
合
は
内
史
―
に
保
管
さ
れ

て
い
た
原
局
系
統
の
史
料
群
と
推
察
さ
れ
る
。

第
二
章

「
官
符
原
案
」（『
単
行
書
』）
の
性
格

『
単
行
書
』
は
、「
記
録
目
録
」
の
分
類
に
照
ら
せ
ば
、
そ
の
第
一
〇
類
と
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

う
ち
、「
官
符
原
案
」
と
は
「
官
符
」（＝

太
政
官
の
発
行
し
た
命
令
文
書
）
の

草
案
を
意
味
し
、
実
際
に
は
太
政
官
に
よ
っ
て
施
行
さ
れ
た
詔
勅
・
法
令
・
国

書
・
委
任
状
な
ど
の
決
裁
原
議
も
し
く
は
写
し
（
副
本
）
が
綴
ら
れ
て
い
る
（
１６
）

。

【表１】『公文別録』太政官・明治元年～十年・第四巻

備考

A

写真１

添付資料として岩倉
宛青木周蔵書翰

「年月日欠」とあり

「議院憲法并規則御
布告案」『公文録』
にも大臣・参議印の
ある草案あり。

（備考）複数の文書が綴られている場合、作成年代・作成部局は最も年代の遅い文書を元に記入した。

写し

○

○

印・花押

外史参議

○

大臣

○

作成部局

内史

内史

作成

日

１８

１４

８

５

月

２

３

４

４

１１

４

６

８カ

明治年

８

８

８

８

８

１０

１０カ

８

７

件名

参議勝安芳辞表

滋賀県権少属酒井明ヲ同県
権参事ニ登用

政体取調書原案

三条太政大臣ヨリ西郷大将
ニ贈ラル丶書簡案

戸籍権頭船越衛外五名各地
方ヘ派出ニ付内達按

東京日々新聞仮編輯長中林
潔鹿児島戦報掲載ノ節警視
庁検閲ヲ経ル儀ニ付上請

鹿児島賊徒征討ノ際岩倉右
大臣ヨリ同族ヘ告諭案

賞牌制定一件書

家禄奉還願ニ付大木参議ノ
意見書

議院規則草案

岩倉右大臣ヨリ徳大寺宮内
卿ニ贈ラレシ書翰

番号

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

【写真１】
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『
単
行
書
』
自
体
様
々
な
性
格
を
持
っ
た
史
料
の
集
ま
り
で
あ
り
、
本
章
で
は
そ

の
う
ち
の
「
官
符
原
案
」
を
一
つ
の
史
料
群
と
し
て
扱
い
、
そ
の
性
格
を
検
討
す

る
。明

治
八
年
三
月
二
七
日
、
政
体
取
調
掛
（
木
戸
・
大
久
保
・
伊
藤
・
板
垣
）
が

起
案
課
と
な
り
Ｂ
�
以
下
の
各
文
書
が
作
成
さ
れ
る
。
時
系
列
と
し
て
は
、
木
戸

の
「
政
体
取
調
原
案
」（
Ａ
�
）
が
で
き
て
か
ら
、
寺
島
・
伊
藤
の
刪
定
（
Ａ

�
）
ま
で
の
間
に
本
史
料
が
作
成
さ
れ
た
。
Ｂ
�
は
カ
ガ
ミ
で
あ
る
。

【
Ｂ
�
】
八
年
三
月
廿
七
日

（
右
下
欄
内
）（
印
）「
巌
谷
」

大
臣参

議

政
體
取
調
掛

（
印
）「
孝
允
」「
大
久
保
」「
博
文
」「
板
垣
」

内
閣

元
老
院

職
制

官
等
表

行
政
院

章
程

大
審
院

内
閣
・
元
老
院
・
行
政
院
・
大
審
院
の
各
職
制
・
章
程
を
定
め
た
も
の
で
、
参

議
・
大
臣
の
印
を
経
ず
、
決
裁
は
さ
れ
て
い
な
い
。
右
下
欄
内
に
内
史
の
「
巌

谷
」
印
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
内
史
が
文
案
を
作
成
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

前
章
で
見
た
よ
う
に
、
政
体
取
調
は
そ
の
後
、
寺
島
・
伊
藤
の
刪
定
を
経
て
、

明
治
八
年
四
月
八
日
に
布
告
案
が
作
成
さ
れ
る
（
Ａ
�
）。
そ
の
布
告
案
は
そ
の

ま
ま
で
は
閣
議
決
定
に
到
ら
ず
、
同
日
中
、
そ
れ
も
お
そ
ら
く
閣
議
中
に
Ｂ
�
が

作
成
し
直
さ
れ
る
。

【
Ｂ
�
】
八
年
四
月
八
日

大
臣

（
印
）「
三
條
」「
島
津
」「
岩
倉
」

内
史

参
議

（
印
）「
孝
允
」「
大
久
保
」「
大
隈
」「
板
垣
」「
寺
島
宗
則
」

布
告
案

左
右
院
被
廃
候
事

元
老
院
大
審
院
被
置
候
事

左
院
被
廢
候
ニ
付
テ
ハ
諸
建
白
類
（「
自
今
元
老
院
」
の
上
に
貼
紙
）「
当
分

之
内
正
院
」
ヘ
可
差
出
事
、

（
割
注
）「（
挿
入
）「
松
岡
時
敏
」
奏
任
官
以
下
総
テ
従
前
ノ
等
級
ヲ
以
正
院

ニ
出
仕
□
□
事
務
取
扱
可
致
事
ヲ
松
岡
時
敏
ヘ
達
」

式
部
寮
自
今
宮
内
省
へ
被
付
候
事
、

但
、
大
小
舎
人
ハ
正
院
へ
被
属
候
事
、

布
達
案

正
院
職
制
章
程
別
冊
之
通
被
改
定
候
事

宮
内
省

式
部
寮
自
今
其
省
へ
被
付
候
事
、

左
院

左
院
被
廢
候
ニ
付
テ
ハ
本
院
中
書
類
一
切
正
院
へ
可
引
渡
事
、

司
法
省

大
審
院
事
務
引
渡
之
儀
ハ
追
テ
被
仰
出
候
條
、
夫
迄
司
法
卿
職
掌
（
挿
入
）

「
被
置
候
付
ハ
追
而
章
程
御
渡
相
成
候
�
其
省
職
掌
」
従
前
之
通
可
相
心
得

事
、

各
省
使
府
縣
へ

官
位
任
叙
之
儀
是
迄
式
部
寮
ヨ
リ
相
達
候
処
、
自
今
正
院
ヨ
リ
相
達
候
條
、

此
旨
布
達
候
事
、

左
院
三
等
出
仕
松
岡
時
敏
以
下
諸
官
員
へ

追
て
御
沙
汰
迄
是
迄
ノ
等
級
ヲ
以
テ
正
院
へ
出
仕
致
シ
事
務
取
扱
可
致
事
、

内
史
の
印
は
押
さ
れ
て
お
ら
ず
、
閣
議
中
に
作
り
直
し
た
も
の
と
理
解
す
べ
き
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で
あ
ろ
う
。
Ｂ
�
は
大
臣
・
参
議
の
印
が
あ
り
、
大
臣
決
裁
の
済
ん
だ
決
裁
原
議

で
あ
っ
た
。
Ｂ
�
〜
Ｂ
�
は
Ｂ
�
の
回
議
に
付
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

同
様
に
大
臣
・
参
議
の
決
裁
を
得
た
も
の
と
見
做
す
こ
と
が
で
き
る
。

【
Ｂ
�
】
朕
即
位
ノ
初
首
ト
シ
テ
群
臣
ヲ
會
シ
五
事
ヲ
以
テ
神
明
ニ
誓
ヒ
國
是

ヲ
定
メ
萬
民
保
全
ノ
道
ヲ
求
ム
、
幸
ニ
祖
宗
ノ
霊
ト
群
臣
ノ
力
ト
ニ
頼
リ
以

テ
今
日
ノ
小
康
ヲ
獲
（
傍
注
）「
得
」
リ
、
顧
ニ
中
興
日
浅
ク
内
治
ノ
事
當

ニ
振
作
更
張
ス
ヘ
キ
者
少
シ
ト
セ
ズ
、
朕
今
誓
文
ノ
意
ヲ
擴
充
シ
、
茲
ニ
元

老
院
ヲ
設
ケ
以
テ
立
法
ノ
源
ヲ
廣
メ
、
大
審
院
ヲ
置
キ
以
テ
審
判
ノ
権
ヲ
鞏

ク
シ
、
又
地
方
官
ヲ
召
集
シ
以
テ
民
情
ヲ
通
シ
、
公
益
ヲ
圖
リ
漸
次
ニ
國
家

立
憲
ノ
政
體
ヲ
立
テ
汝
衆
庶
ト
倶
ニ
其
慶
ニ
頼
ラ
ン
ト
欲
ス
、
汝
衆
庶
或
ハ

舊
ニ
泥
ミ
故
ニ
慣
ル
ゝ
コ
ト
莫
ク
、
又
或
ハ
進
ム
ニ
軽
ク
為
ニ
急
ナ
ル
コ
ト

莫
ク
、
其
レ
能
ク
朕
カ
旨
ヲ
體
シ
テ
翼
賛
ス
ル
處
ア
レ
、

Ｂ
�
は
、
当
初
の
木
戸
原
案
（
Ａ
�
‐
１
）
を
簡
略
化
し
、
や
や
平
易
な
文
章

に
改
め
た
Ａ
�
‐
１
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
Ａ
�
‐
１
が
作

成
さ
れ
た
四
月
四
日
の
時
点
で
す
で
に
漸
次
立
憲
樹
立
の
詔
の
成
文
に
つ
い
て
は

大
臣
・
参
議
間
で
同
意
が
得
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
と
と
も
に
、
争
点
が
そ

れ
以
外
の
部
分
、
す
な
わ
ち
各
職
制
・
章
程
に
あ
っ
た
こ
と
が
改
め
て
確
認
で
き

る
。で

は
、
Ｂ
�
が
閣
議
決
定
に
到
り
、
Ａ
�
が
原
案
に
留
ま
っ
た
理
由
は
一
体
何

で
あ
ろ
う
か
。
内
容
の
比
較
を
行
っ
た
も
の
が
【
表
２
】
で
あ
る
。
当
時
、
建
白

書
の
提
出
先
を
元
老
院
に
す
る
か
正
院
に
す
る
か
で
意
見
が
分
か
れ
て
い
て
お
り
、

こ
れ
が
元
老
院
に
提
出
す
る
と
し
た
Ａ
�
が
閣
議
決
定
に
到
ら
な
か
っ
た
理
由
で

あ
ろ
う
。

さ
ら
に
言
う
と
こ
の
決
定
は
、
建
白
書
の
提
出
先
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
問
題

よ
り
も
、
元
老
院
の
設
立
・
開
院
が
い
つ
で
き
る
か
、
と
い
う
現
実
的
問
題
と
深

く
関
わ
っ
て
い
た
。
木
戸
原
案
に
見
ら
れ
る
通
り
、
当
初

元
老
院
開
院
の
布
達
と
元
老
院
章
程
の
布
達
は
、
漸
次
立

憲
政
体
樹
立
の
詔
（
第
五
九
号
布
告
）
と
同
時
に
出
さ
れ

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
設
立

の
布
達
の
み
出
さ
れ
、
元
老
院
の
職
制
・
章
程
は
遅
れ
て

四
月
二
五
日
に
出
さ
れ
た
。
四
月
一
四
日
に
大
臣
・
参
議

の
決
を
得
て
い
た
も
の
の
、
Ａ
�
‐
３
、
Ａ
�
‐
４
で
見
た

よ
う
に
四
月
一
八
日
直
前
ま
で
元
老
院
議
官
の
人
選
は
定

ま
っ
て
お
ら
ず
、
設
立
を
決
め
る
布
告
を
出
し
た
の
ち
、

別
個
に
元
老
院
の
職
制
・
章
程
を
出
す
方
針
と
な
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
実
際
の
元
老
院
の
開
院
は
七
月
八
日
で
あ

る
（
１７
）
。焦

点
と
な
っ
て
い
た
元
老
院
職
制
・
章
程
を
中
心
に
各

案
を
比
較
す
る
と
【
表
３
】
の
よ
う
に
な
る
。
寺
島
・
伊

藤
刪
定
案
（
Ａ
�
）
で
は
大
臣
・
参
議
が
元
老
院
本
会
議

に
お
い
て
決
議
権
を
得
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
意
見
が
分

か
れ
て
い
た
が
、
Ｂ
�
で
は
決
議
の
員
数
に
加
わ
ら
な
い

こ
と
で
一
致
を
見
た
。
ほ
か
に
年
給
が
具
体
的
に
提
示
さ

れ
る
な
ど
の
変
更
点
が
見
ら
れ
た
が
、
大
臣
・
参
議
決
裁

を
得
た
Ｂ
�
は
実
際
の
成
文
で
あ
る
『
公
文
録
』
所
収
の

Ｄ
�
と
同
内
容
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

大
阪
会
議
の
結
果
、
下
野
し
て
い
た
木
戸
・
板
垣
と
、

大
久
保
・
伊
藤
と
の
間
で
政
体
構
想
に
関
す
る
合
意
が
形

成
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
三
月
二
七
日
案
に
見
ら
れ
る
よ
う
な

急
進
的
な
改
革
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
た
が
、
行
政

【表２】左右院被廃元老大審二院被置ニ付布告・布達案比較

『公文録』「左右院…」D�
明治８年４月１４日 内史

「左院被廢候ニ付てハ諸建白
類（消し）「元老院へ」当分之内
正院分局へ可差出事、」

『単行書』B�
明治８年４月８日 参議

「左院被廢候ニ付テハ諸建白類（貼
紙）「当分之内正院へ」可差出事、」

『公文別録』A�
明治８年４月８日 内史

「左院被廢候付テハ諸建白類
自今元老院へ可差出事」

作成

布告案
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【表３】元老院職制・章程案比較

『公文録』
C�‐７

明治８年４月２５
日、実際の成文

・議官無定員

・「勅任官ニ昇
リシ者、國家ニ
功労アル者、政
治法律ノ学識ア
ル者」に限る。

・議長年給６０００
円、副議長４８００
円、議官４２００円

・議 長・副 議
長・議官の地位
は一等官

・年齢は３０歳以
上（勅任官の例
外規定あり）

・奉職年限規定
なし

・元老院は議法
官 で、新 法 設
立・旧法改正を
議定。加えて諸
建白受納。

・行政官が既定
の定令規則に違
背していれば、
それを推問し、
天皇に具奏する
ことができるが、
官員の黜陟は議
さない。

・議案はすべて
天皇陛下より付
与。

・大臣参議は元
老院会議で意見
を陳述すること
ができるが、決
議の員数には加
わらない。

『単行書』
B�‐４・５

明治８年４月８日、
大臣・参議決裁

・議官無定員

・「勅任官ニ昇リ
シ者、國家ニ功労
アル者、政治法律
ノ学識アル者」に
限る。

・議長年給６０００円、
副議長４８００円、議
官４２００円

・議長・副議長・
議官の地位は一等
官

・年齢は３０歳以上
（勅任官の例外規
定あり）

・奉職年限規定な
し

・元老院は議法官
で、新法設立・旧
法改正を議定。加
えて諸建白受納。

・行政官が既定の
定令規則に違背し
ていれば、それを
推問し、天皇に具
奏することができ
るが、官員の黜陟
は議さない。

・議案はすべて天
皇陛下より付与。

・大臣参議は元老
院会議で意見を陳
述することができ
るが、決議の員数
には加わらない。

『公文別録』
A�‐４・５

明治８年４月４日、
寺島・伊藤刪定

・議官無定員

・「勅任官ニ昇リ
シ者、國家ニ功労
アル者、政治法律
ノ学識アル者」に
限る。

・議長一等官給、
副議長二等官給、
議官三等官給。

・議長・副議長の
地位は一等官

・年齢は３０歳以上
（勅任官の例外規
定あり）

・「奉職年限ハ即
今未定ニ付スルヲ
可トス」とあり、
奉職年限規定削除

・元老院は議法官
で、新法設立・旧
法改正を議定。

・行政官が既定の
定令規則に違背し
ていれば、それを
推問し、天皇に具
奏することができ
るが、官員の黜陟
は議さない。

・議案はすべて天
皇陛下より付与。

・大臣参議は元老
院会議で意見を陳
述することができ
るが、決議の員数
には加わらない。
（欄外）「決議ノ員
數中ニ加ルヲ以テ
至当」

『単行書』
B�‐３・４

明治８年３月２７日、
木戸・大久保・伊
藤・板垣４参議案

・議官無定員

・「勅任官ニ昇シ
者、國家ニ功労ア
ル者、学術ヲ以世
上ニ有名ナル者」
に限る。

・議長一等官給、
副議長二等官給、
議官４２００円。

・議官の地位は一
等官

・年齢は３０歳以上

・奉職年限は６年

・元老院は議法官
で、新法設立・旧
法改正を議定。

・行政官が既定の
定令規則に違背し
ていれば、それを
推問し、天皇に具
奏することができ
るが、官員の黜陟
は議さない。

・議案はすべて天
皇陛下より付与。

・大臣参議は元老
院会議で意見を陳
述することができ
るが、決議の員数
には加わらない。

『公文別録』
A�‐２

明治８年３月２７日
以前、木戸原案

・定員２０～３０人

・「勅任官ニ昇シ
者、國家ニ功労ア
ル者、学術ヲ以世
上ニ有名ナル者」
に限る。

・年給４２００円

・地位は一等官

・年齢は３０歳以上

・奉職年限は６年

・行政官に既定の
法令を施行するに
際して、それを遵
守しているかどう
かの推問を行い、
内閣に具奏するこ
とができるが、官
員の黜陟（任免）
は議さない。

・法律施政その他
につき議案を起草
できるが、必ず内
閣に呈奏してから
でなければならな
い。

年代など

元老院職
制・章程
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院
の
設
置
が
見
送
ら
れ
る
な
ど
そ
の
一
部
が
実
現
に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
参
議

内
で
反
対
派
が
い
た
事
実
を
物
語
っ
て
い
る
。
当
時
、
黒
田
清
隆
と
大
隈
重
信
ら

「
開
明
派
」
は
、
大
阪
会
議
と
第
一
次
立
憲
制
移
行
に
強
い
抵
抗
感
を
示
し
た
と

言
わ
れ
て
お
り
（
１８
）
、
彼
ら
反
対
派
を
考
慮
し
て
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

他
方
、
原
案
通
り
詔
の
本
旨
に
則
っ
て
元
老
院
・
大
審
院
の
設
置
を
果
た
し
た

限
り
に
お
い
て
は
、
木
戸
お
よ
び
伊
藤
・
寺
島
の
政
体
構
想
は
結
実
し
、
木
戸
―

大
久
保
体
制
に
よ
る
政
治
的
安
定
が
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
評
価
で
き
る
。
当
該

期
の
「
官
符
原
案
」
に
は
天
皇
の
裁
可
印
が
見
ら
れ
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
決
裁

過
程
に
お
け
る
天
皇
の
曖
昧
な
参
加
形
態
は
、「
有
司
専
制
」
と
い
う
政
治
的
安

定
に
よ
っ
て
初
め
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
っ
た
（
１９
）
。

以
上
「
官
符
原
案
」
に
含
ま
れ
る
政
体
取
調
関
係
文
書
を
見
て
き
た
が
、
こ
こ

で
一
つ
の
疑
問
が
生
じ
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｂ
�
は
大
臣
印
が
押
さ
れ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
『
公
文
録
』
に
収
め
ら
れ
て
い
な
い
の
か
と
い
う
問
題
で
あ

る
。『
公
文
録
』
中
に
は
決
裁
が
完
了
し
た
布
告
・
布
達
の
原
議
が
多
数
綴
ら
れ

て
い
る
が
、『
公
文
録
』
と
「
官
符
原
案
」
で
は
綴
じ
こ
ま
れ
る
史
料
に
ど
の
よ

う
な
性
格
の
相
違
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
時
期
、
布
告
の
決
裁
課
程
は
、
内
史
起
案
↓
大
臣
・
参
議
の
回
議
↓
外
史
、

と
い
う
経
路
を
辿
っ
て
決
裁
が
完
了
す
る
。『
公
文
録
』
に
収
め
ら
れ
ず
、
か
つ

「
外
史
」
印
の
な
い
Ｂ
�
は
、
そ
の
う
ち
内
史
起
案
↓
大
臣
・
参
議
の
回
議
の
過

程
の
み
で
あ
り
、
外
史
に
よ
る
布
告
・
達
の
成
文
作
成
は
別
の
文
書
で
成
さ
れ
た

と
推
測
で
き
る
。
外
史
は
「
文
書
記
録
受
付
伝
達
・
官
中
用
度
等
ノ
コ
ト
ヲ
掌
リ
、

及
ヒ
各
課
局
ヲ
分
チ
諸
務
ヲ
幹
理
ス
」
と
定
め
ら
れ
た
職
制
で
あ
り
（
２０
）
、
太
政
官
決

裁
を
経
た
文
書
は
記
録
部
局
で
あ
る
外
史
に
必
ず
回
さ
れ
る
規
定
で
あ
っ
た
。

実
際
、
大
臣
の
決
裁
印
の
押
し
て
あ
る
史
料
が
『
公
文
録
』
に
含
ま
れ
て
い
る
。

次
章
で
は
、
そ
の
文
書
が
外
史
に
よ
る
布
告
・
達
の
成
文
作
成
を
示
す
史
料
と
推

定
し
た
上
で
、
そ
の
詳
細
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、「
官
符
原
案
」（『
単
行
書
』）

と
『
公
文
録
』
の
性
格
の
相
違
を
考
察
し
た
い
。

第
三
章

『
公
文
録
』
の
性
格

『
公
文
録
』
中
に
含
ま
れ
る
政
体
取
調
関
係
の
史
料
は
、
Ｃ
「
立
憲
政
体
ノ
詔

書
御
布
告
案
」（『
公
文
録
』
明
治
八
年
・
第
四
巻
・
明
治
八
年
四
月
・
課
局
）、

Ｄ
「
左
右
院
被
廃
元
老
院
大
審
院
被
置
御
達
按
」（『
公
文
録
』
明
治
八
年
・
第
四

巻
・
明
治
八
年
四
月
・
課
局
）
の
二
点
で
あ
る
。『
公
文
別
録
』
や
「
官
符
原

案
」
と
は
異
な
り
、『
公
文
録
』
で
は
立
憲
政
体
の
詔
書
布
告
案
と
元
老
院
設
置

な
ど
に
関
す
る
布
告
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
史
料
表
題
が
編
纂
者
に
よ
っ
て

付
さ
れ
て
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、『
公
文
録
』
所
収
の
史
料
は
成
案
で
あ
り
、

実
際
に
布
告
さ
れ
た
も
の
と
同
一
で
あ
る
。

Ｃ
�
は
「
太
政
官
公
文
」
罫
紙
で
、
明
治
八
年
四
月
一
四
日
に
作
成
さ
れ
た
。

本
文
は
Ｂ
�
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
が
、
末
尾
に
付
箋
が
あ
り
、「
詔
書
御
布
告
案

中
村
大
外
史
直
ニ
印
書
局
へ
付
シ
印
刷
シ
テ
、
原
案
ハ
内
史
本
局
留
ム
ト
云
フ
」

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
参
議
・
大
臣
の
回
議
後
、
外
史
に
回
っ
て
き
た
詔
書
布
告

案
を
印
書
局
に
送
り
、
原
本
は
内
史
本
局
に
保
管
し
た
よ
う
で
あ
る
。
本
史
料
が

外
史
自
身
の
写
し
に
よ
る
も
の
か
、
も
し
く
は
印
書
局
の
写
し
に
よ
る
も
の
か
は

不
明
で
あ
る
が
、
印
書
局
は
外
史
所
管
で
あ
り
（
２１
）
、
い
ず
れ
に
し
て
も
外
史
系
統
が

保
管
し
て
い
た
史
料
と
推
察
さ
れ
る
。

Ｃ
�
に
は
同
じ
内
容
を
持
つ
文
書
が
二
部
づ
つ
含
ま
れ
る
が
、
罫
紙
を
見
る
と

一
部
は
「
太
政
官
」、
も
う
一
部
は
「
太
政
官
公
文
」
の
も
の
を
使
用
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
は
罫
紙
の
相
違
か
ら
、
内
史
か
ら
外
史
へ
の
来
書
と
、
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外
史
か
ら
印
書
局
へ
の
送
付
用
に
外
史
側
が
写
し
た
も
の
、
の
二
部
と
推
定
し
た

い
。「
太
政
官
公
文
」
の
罫
紙
は
記
録
部
局
（＝

外
史
・
記
録
課
な
ど
）
が
用
い

る
罫
紙
で
あ
り
、
原
局
（＝

内
史
な
ど
）
が
用
い
る
こ
と
は
な
い
（
２２
）
。
実
際
の
正
院

職
制
・
章
程
は
四
月
一
四
日
、
元
老
院
職
制
・
章
程
は
四
月
二
五
日
に
発
せ
ら
れ

て
い
る
。

Ｄ
�
で
は
、
Ｂ
�
同
様
こ
れ
ま
で
一
括
し
て
検
討
し
て
い
た
元
老
院
・
大
審
院

な
ど
の
職
制
・
章
程
は
切
り
離
さ
れ
、
ま
ず
は
左
右
院
の
廃
止
と
元
老
院
・
大
審

院
の
設
置
に
つ
い
て
の
布
告
、
お
よ
び
そ
れ
に
関
わ
る
各
省
へ
の
達
案
が
作
成
さ

れ
る
。

【
Ｄ
�
の
カ
ガ
ミ
】（
欄
外
）「
明
治
八
年
四
月
十
四
日
發

（
印
）「
検
」（
印
）

「
中
村
」（
印
）「
谷
森
」」

大
臣

（
印
）「
三
條
」

内
史

（
印
）「
土
方
」（
印
）「
巌
谷
」

参
議

右
下
欄
内
の
印
か
ら
判
断
す
る
に
、
内
史
の
土
方
久
元
・
巌
谷
修
が
作
成
者
で

あ
っ
た
。
Ｂ
�
と
の
相
違
と
し
て
は
、
参
議
の
押
印
が
な
い
代
わ
り
に
外
史
の
印
、

な
ら
び
に
決
裁
完
了
の
「
検
」
印
が
あ
り
、
実
際
に
明
治
八
年
四
月
一
四
日
発
せ

ら
れ
た
こ
と
を
示
す
「
發
」
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
Ｂ
�
の
回
議
書
の
時
点
で
既

に
大
臣
・
参
議
の
同
意
は
得
ら
れ
て
お
り
、
変
更
点
が
な
い
以
上
、
外
史
の
成
文

作
成
を
待
つ
の
み
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
決
裁
済
の
Ｄ
�
を
元
に
、
実
際
の
布
告
・
達
文
が
外
史
の
手
に
よ
っ

て
作
成
さ
れ
る
（
Ｄ
�
）。
文
書
を
各
省
・
各
課
に
伝
達
す
る
の
は
外
史
の
職
制

で
あ
り
、
右
下
欄
内
に
押
さ
れ
て
い
る
印
か
ら
察
す
る
に
、
Ｄ
�
‐
１
の
作
成
は

外
史
の
谷
森
眞
男
（
少
外
史
）
と
思
わ
れ
る
。

Ｄ
�
‐
２
〜
１０
は
実
際
に
達
し
た
文
書
の
写
し
も
し
く
は
印
刷
物
で
、
Ｄ
�
‐
８

の
み
谷
森
眞
男
少
外
史
作
成
の
原
本
で
あ
っ
た
。

以
上
、
Ｃ
「
立
憲
政
体
ノ
詔
書
御
布
告
案
」、
Ｄ
「
左
右
院
被
廃
元
老
院
大
審

院
被
置
御
達
按
」、
の
両
文
書
を
検
討
し
た
が
、
い
ず
れ
も
外
史
が
保
管
し
て
い

た
も
の
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
当
該
期
に
お
け
る
『
公
文

録
』
の
編
集
を
行
っ
た
の
が
外
史
所
管
の
記
録
課
（
明
治
六
年
五
月
二
日
〜
同
八

年
九
月
二
二
日
）
で
あ
る
以
上
（
２３
）
、『
公
文
録
』
が
外
史
に
保
管
さ
れ
て
い
た
文
書

を
元
に
編
集
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
当
然
だ
が
、
改
め
て
文
書
決
裁
過
程
を
見
る

こ
と
で
、
外
史
に
よ
る
成
文
作
成
と
印
書
局
・
記
録
課
へ
の
送
付
と
い
っ
た
流
れ

が
『
公
文
録
』
に
所
収
さ
れ
る
史
料
の
性
格
を
規
定
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
同
時
に
、
そ
の
こ
と
は
原
局
で
保
管
さ
れ
て
い
た
史
料
と
の
差
異
を
表

し
て
い
る
。

明
治
八
年
四
月
八
日
に
制
定
さ
れ
た
「
記
録
課
假
規
定
」
に
よ
れ
ば
（
２４
）
、
正
院
中

に
置
か
れ
た
記
録
課
は
「
正
院
ノ
諸
公
文
ヲ
編
纂
保
存
シ
テ
考
証
ノ
用
ニ
供
ス
ル

ヲ
以
テ
職
務
」
と
し
、「
本
課
﹇
外
史
﹈
ヨ
リ
施
行
済
ノ
書
類
ヲ
﹇
記
録
課
に
﹈

送
レ
ハ
直
ニ
副
本
二
通
ヲ
写
シ
、
一
通
ハ
課
中
ニ
備
へ
置
キ
、
一
通
ハ
各
課
検
考

ノ
用
ニ
充
ツ
、
原
書
ハ
整
頓
シ
テ
文
庫
ニ
蔵
ス
ヘ
シ
」
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。
記

録
課
は
原
本
を
編
集
す
る
と
と
も
に
、
副
本
二
通
を
写
し
た
と
言
う
が
、
そ
の
う

ち
課
中
に
備
え
置
い
た
も
の
が
『
公
文
録
（
副
本
）』
の
原
型
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、『
公
文
録
』
と
は
別
の
分
類
で
『
件
名
録
』（
第
九
類
・
件
名
簿
）
と
い

う
史
料
群
が
存
在
し
、
明
治
八
年
の
『
件
名
録
』
に
は
『
伺
件
名
録
』
と
『
上
申

件
名
録
』
と
い
う
二
種
類
の
簿
冊
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
を
見
る
と
伺
・
上
申
に

対
す
る
原
局
の
指
令
案
が
い
つ
外
史
に
回
っ
て
き
た
か
判
明
す
る
。
罫
紙
は
一
部

「
太
政
官
」
罫
紙
を
含
む
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
「
外
史
本
課
」
罫
紙
を
用
い
て
い

る
。
す
な
わ
ち
外
史
作
成
の
史
料
で
あ
る
。
外
史
に
渡
っ
た
文
書
は
原
則
的
に
こ

の
『
件
名
録
』
に
記
録
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
が
（
２５
）
、
Ｃ
・
Ｄ
の
史
料
が
同
時
期
に
外

史
に
渡
っ
た
記
録
は
な
い
。
た
だ
参
考
ま
で
に
一
例
を
挙
げ
て
お
く
。
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政
体
取
調
の
案
件
は
原
局
が
内
史
な
の
で
、「
課
局
」
の
項
目
を
辿
る
と
、
第

五
二
号
と
し
て
内
史
本
課
か
ら
「
元
老
院
之
左
院
跡
へ
被
置
并
諸
建
白
類
自
今
元

老
院
江
可
差
出
旨
御
布
告
案
」
を
受
領
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
２６
）
。
受
領
日
は
四

月
二
五
日
で
あ
り
、「
送
附
」
欄
に
は
「
記
録
課
」
の
印
字
と
「
藤
田
」
印
が
押

さ
れ
て
い
る
（
２７
）
。
こ
れ
は
内
史
か
ら
受
領
し
た
布
告
案
を
外
史
が
記
録
課
に
送
付
し

た
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
こ
れ
以
外
に
も
簿
冊
中
の
す
べ
て
の
件
名
に
「
記
録

課
」
が
印
字
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
事
例
で
は
照
合
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
原
局
と
記
録
部
局
と
の
間
に

行
わ
れ
た
文
書
の
行
き
来
は
、『
件
名
録
』
を
分
析
す
る
こ
と
で
復
元
可
能
で
あ

ろ
う
。

第
四
章

諸
史
料
の
関
係
性
―
結
び
に
か
え
て
―

最
後
に
こ
れ
ま
で
の
検
討
を
踏
ま
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
史
料
の
概
要
と
、
史
料

相
互
の
関
係
性
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。

『
単
行
書
』
は
「
青
表
紙
本
」
と
言
わ
れ
る
文
書
群
で
あ
り
、
茶
表
紙
の
『
公

文
録
』
な
ど
と
は
異
な
る
系
統
で
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
（
２８
）
、
具
体
的
に
ど
う
い
う
性
格
の
相
違
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て

は
明
ら
か
で
な
か
っ
た
。

本
稿
で
明
ら
か
に
な
っ
た
点
は
、『
単
行
書
』
中
の
「
官
符
原
案
」
は
原
局

（
内
史
な
ど
）
系
統
の
史
料
群
で
あ
り
、『
公
文
録
』
は
記
録
部
局
（
外
史
）
系
統

の
史
料
群
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

外
史
が
施
行
し
た
書
類
は
す
べ
て
記
録
課
に
送
ら
れ
、
そ
こ
で
当
該
期
の
『
公

文
録
』
編
集
が
行
わ
れ
る
。
対
し
て
、
原
局
（
内
史
な
ど
）
に
保
管
さ
れ
、
後
に

な
っ
て
内
閣
記
録
部
局
に
移
管
さ
れ
た
文
書
群
が
「
官
符
原
案
」
で
は
な
い
か
と

推
測
で
き
る
。

以
上
の
こ
と
は
、「
政
体
取
調
」
に
関
す
る
文
書
の
み
考
察
し
た
結
論
で
あ
る

の
で
、
い
ま
少
し
普
遍
性
を
高
め
る
た
め
に
【
表
４
】
を
作
成
し
た
。

こ
の
簿
冊
を
見
る
限
り
に
お
い
て
、「
官
符
原
案
・
原
本
」（『
単
行
書
』）
の
文

書
は
、（
一
）
回
議
書
（
閣
議
書
）・
発
給
文
書
な
ど
の
写
し
、（
二
）
決
裁
原
議

に
分
類
で
き
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
決
裁
が
済
ん
だ
文
書
で
（
２９
）
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て

の
文
書
が
「
太
政
官
公
文
」
罫
紙
を
用
い
て
い
た
（
３０
）
。「
原
本
」
と
い
う
表
題
に
も

関
わ
ら
ず
、
写
し
が
半
数
近
く
含
ま
れ
て
い
る
。
作
成
部
局
と
し
て
は
内
史
（
の

ち
の
大
史
）
が
圧
倒
的
に
多
い
が
、
諸
行
政
官
か
ら
の
上
申
・
伺
も
若
干
数
存
在

す
る
。

「
官
符
原
案
」
に
含
ま
れ
る
決
裁
原
議
は
、
大
臣
・
参
議
の
高
覧
に
供
す
る
だ

け
の
も
の
（
一
〇
件
）、
委
任
状
な
ど
個
人
に
発
給
す
る
文
書
の
決
裁
（
一
四
件
）、

と
い
っ
た
特
徴
が
あ
り
、
新
法
・
布
告
や
省
使
府
県
へ
の
達
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

こ
う
し
た
決
裁
原
議
は
内
史
が
保
管
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
外
史
章
程
に
定
め

る
通
り
記
録
課
に
は
写
し
が
保
管
さ
れ
た
（
３１
）
。
記
録
課
に
保
管
さ
れ
た
も
の
が
、

『
公
文
録
』〈
明
治
八
年
・
第
三
百
三
十
一
巻
・
官
符
原
案
抄
録
（
課
局
）〉
で
あ

る
。
こ
の
「
官
符
原
案
抄
録
」
の
簿
冊
、
目
次
に
「
正
院
記
録
」
の
蔵
書
印
と

「
権
大
主
記
伊
藤
修
整
頓
」
と
の
記
載
が
あ
り
（
３２
）
、
後
年
で
は
な
く
同
時
代
的
に
正

院
の
記
録
部
局
が
写
し
を
取
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
官
符
原
案
」
中
に
原

本
が
綴
じ
ら
れ
て
い
る
場
合
、
概
ね
こ
の
「
官
符
原
案
抄
録
」
に
写
し
が
存
在
す

る
。こ

れ
ら
の
事
実
は
、
原
局
系
統
の
「
官
符
原
案
」
と
記
録
部
局
系
統
の
『
公
文

録
』
と
い
う
分
類
を
前
提
と
し
て
も
何
ら
矛
盾
は
生
じ
な
い
。

そ
し
て
、
同
じ
原
局
系
統
で
あ
っ
て
も
、
決
裁
が
完
了
せ
ず
、
な
お
か
つ
後
の

参
考
と
し
て
廃
棄
さ
れ
ず
に
保
管
さ
れ
た
文
書
は
、『
公
文
別
録
』
の
方
に
綴
じ
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【表４】「官符原案」原本・第十（明治八年）

備考

「左院受付」
印、内史印
あり

『公文録』
官符原案抄

○

○

○
○
○

○

○
○

○

○

○

○
○
○
○

○

○

○

○
○
○

○

○
○

写し

○
○

○

○

○

○
○

○

○
○
○

○

○

○

○
○
○

○

○

高覧

○

○

○

○

○

印・花押

外史

○

○

○

○

○

参議
○

○

○
○

○

○

○

○
○

○
○

○

○

○

○
○
○
○

○
○
○

○

○
○
○
○
○

○
○

○

○
○
○

大臣

○
○

○
○
○

○

○

○

○
○

○
○

○

○

○

○
○
○
○

○
○
○
○

○

○
○
○
○
○

○
○

○

○
○
○
○

作成部局

内史

内史
内史
内史
内史
内史
外務省

外務省

内史

内史

内史

内史

大蔵省

内史
内史
内史
内史
内史

内史
左院臨時御
用取調掛
内史
内史
開拓使
内史
内史
内史

内史本課
内史
内史
内史

正院議長
（伊地知）

内史
内史
内史本課
内史
内史
大隈重信
内史
内史本課
内務課・内
史本課
内史
内史本課
内史
内史

作成

日
２４
３
４
１２
１０
１２
１５
２１
３０
２７
２３

２０

７
１１

２９

４

１３

２１
１２
１４
１９
２２
２８
５
７

１２

１４

２７
２８
３１
８

１９
２９
１５
２０
８

２５

５
１７
１３
１９
１８
２
７
１９

２

２７
１８
２０
１９

月
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１

２
２

１

２

１

２
２
２
２
２
２
３
３

４

３

３
３
３
４

４
４
４
４
４

３

５
５
５
５
５
６
６
５

６

５
６
６
６

件名

秘魯国マルヤルズ船一件主意書刻成
元始祭祝詞
海陸軍始式ニ付休暇達
酒田県士族町野重威外一名ヘ御指令ノ儀
森山茂朝鮮国発遣ニ付指令案并諭示状
在上海品川領事台地近況抜書上申
外務卿ヨリ朝鮮国礼曹判書ヘノ書翰案
森山茂於朝鮮国応接心得方指令案
孝明天皇御祭文
皇女降誕第七日命名ノ祝詞
国産石炭上海ヘ輸送可否指揮之儀
伊国セハリエーカルレロガリヤンヘ日本領事御
委任状
広沢故参議暗殺取調参座規則
神武天皇御祭文
紀元節勅語并奉答
伊国ベルシエーへ在羅馬総領事館附貿易事務取
扱申付
森山茂於朝鮮国病気等ノ節広津弘信代弁ノ儀
横浜ダフリユフヂホーエルヘ新聞紙輸送代下渡
ノ儀
仁孝天皇御祭文
造幣寮傭英人キンドル謁見之節勅語案
左院中編輯課ヲ廃シ記録庶務両課ノ事務章程改正
横浜ジャパンメール社ヘ新聞逓送料下渡ノ儀
授任勅奏判区別ノ儀ニ付司法省伺
北海道屯田憲兵准武官ノ儀
清輝艦水卸ニ付首長ウエルニー等ヘ勅語案
弁理始末刻成ニ付大臣随行ノ者ヘ一部宛下渡ノ儀

式部寮職制章程加潤

魯国ボシエット探知ノ為メ官員派遣ノ儀
処蕃趣旨書弁理始末北白川宮ヘ御下付可否ノ儀
開拓使傭ケフロン帰国ニ付勅語案
蘭人シーボルトヨリ外国新聞ノ儀ニ付建言
翻訳局於テ諸新聞紙官費買入ノ儀
黒田開拓長官樺太出張之儀
榎本公使ヘ暗号電信案
榎本公使ヘ樺太境界ノ事魯国結約御委任案
勅任以上位階年数ニ不拘其侭被叙置ノ儀
大蔵省ヨリ大江卓参座被免度伺
福島厦門領事淡水台湾両口兼轄御委任案
左右院被廃元老大審二院被置ニ付勅語并職制章程

高崎五六・牟田口通照より元老院設置の建議差
出につき、上進

秘魯国本条約交換御委任案改正
地租改正事務局開設条款
伏見朝彦親王久邇宮ト改称之儀
元老院上申書式
元老院章程中文義答説
大隈参議出勤届
岩倉右大臣湯治願
督学局官等改定伺

文部省教員接待之儀伺

横浜ジャッパンメール社ヘ新聞代価下渡之儀
皇米郵便交換条約中改正之儀
地方官会議開院詔并議問
陸軍卿へ佐賀役出張軍隊戦功取調之達

番号

１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１

１２

１３
１４
１５

１６

１７

１８

１９
２０
２１
２２
２３
２４
２５
２６

２７

２８
２９
３０
３１
３２
３３
３４
３５
３６
３７
３８
３９

附

４０
４１
４２
４３
４４
４５
４６
４７

４８

４９
５０
５１
５２
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「此一件二
葉諸官進退
ニ入可シ」

「第二課諸
務ノ發議ニ
依リ本文ノ
如ク決ス」
とあり

寺島・大隈
の添削

（備考）作成部局は冒頭の文書のものとし、添付された史料の作成部局は省略した。また、写しであることが明らかな場合、
原本の作成部局を記入した。明治８年９月２２日の改正で内史・外史が廃され、代わりに大史・権大史・少史・権少史が置かれた。

○

○

○

○

○
○

○

○
○

○

○

○

○

○

○
○

○

○
○

○

○

○
４６

○
○

○

○

○
○
○
○

○

○

○
○

○

○
○
○

○
○

○
○

○

○

４１

○

○

○

○

○

１０

○
○
○
○
○

○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○

○
○
○
○

○

○

○
○

○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○

○

○

○

内史
内史

内史
内史

内史

内史

内史本課長

内史
内史
内史
内史
本課長
内史
内史
内史
内史
内史
内史本課
内史
内史

大史
本局
本局
大史
史官本局
大史
大史
内史
大史
大史
大史
大史
大史
大史
大史

大史
大史
大史
大史
第二課［史
官］
大史

２７
２
５
２９
２９
１７
１０

１５

１９
８
９
２０
１８
２
２７
１４
１２
２０
８
３１
５
１４
２７
２９
２４
２５
３０
２７
１３
１０
１８
２２
３０
２

１５
２８
２２

９

４
１２
１４
２８

１７

２８

１３
１７

６
７
７
６
６
７
７

７

７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
１０
１０
９
１０
１０
１１

１１
１１
１１

１０

１２
１２
１２
１２

１２

１１

１２
１２

工部省中営繕局被置事
正院中法制局被置事
元老院開設之勅旨
官吏新聞紙等叙述心得方
皇魯国界条約書并公文写
地方官会議終ニ付勅旨
地方民会之議上申

（堺県権参事吉岡豊文へ枚岡大宮司兼任仰せ付
けられたき旨堺県令より伺い）

讒謗律新聞条例之儀司法省伺
伊藤工部卿陸中外三国へ出張之儀伺
議事条例改正之儀
地方民会議問
太政大臣大隈参議ヨリ李仙得ヘ回答案
西班牙葡萄牙両国ヘ聘使派遣ニ付御国書案
府県権内限リ諸規則布令等編輯之儀
タイムス新聞米国郵便ヨリ転達ニ付伺
元老院休暇届
佐野常民弁理公使解任状外一名御委任状案
白露国マリヤルス船一件結局ニ付魯国帝ヘ謝辞案
樺太島交換条約御批准案
院省使庁諸官員節減之儀
池田副領事天津在留御委任状
地誌課名ヲ廃シ修史局ヘ合併之儀
議案書式
白耳義ヘ御回答ノ御国書案
品川上海領事帰朝之儀
成富清風清国視察被免之儀
朝鮮国事件ニ付地方官ヘ御達案
大臣参議皇居ヘ参候ノ儀ニ付宮内省ヨリ掛合書
軍艦指揮官員韓地出張之儀
伊藤工部卿灯台巡回之儀
内外吏官［史官］被廃職制改正之儀
シャツパンメール新聞記者ヨリノ書翰上申
大臣参議ノ身上ニ関スル建言類処分之儀
樺太交換ニ付榎本武揚其外ヘ露国帝ヨリ賞牌之儀
各鎮台ヘ都下ノ情態概略通知之儀
森有礼清国在勤并柳原前光解任ニ付御国書案
元老院新条例取調之儀
政体沿革表并藤本権中主記上申

ウージーホエルへ新聞紙代価下渡之儀

海軍省処務権限取調之儀
朝鮮国ヘ弁理大臣派遣ニ付地方官ヘ布達ノ儀
寮頭任官宣旨式
賞牌鋳造ニ付諸親王ヘ勅語案

高知県士族小南五郎賞賜之儀

朝鮮事件ニ付森公使ヘ訓条並漢訳
朝鮮国ヘ使節ヲ派遣スルノ旨意

黒田弁理大臣ヘ訓条交際貿易条款大意

朝鮮国先報使口陳書并別函案
右事件ニ付府県達案
黒田全権大臣ヘ内諭案

５３
５４
５５
５６
５７
５８
５９

欠番

６０
６１
６２
６３
６４
６５
６６
６７
６８
６９
７０
７１
７２
７３
７４
７５
７６
７７
７８
７９
８０
８１
８２
８３
８４
８５
８６
８７
８８
８９
９０

９１

９２
９３
９４
９５

９６

９７
９８

９９

１００
１０１
１０２
計
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込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

明
治
六
年
五
月
二
二
日
の
太
政
官
制
潤
色
が
左
院
の
権
限
を
削
減
、
文
書
行
政

の
中
心
は
左
院
か
ら
正
院
へ
移
行
し
て
い
た
が
（
３３
）
、
そ
う
し
た
中
で
文
書
行
政
を
支

え
た
内
史
・
外
史
は
明
治
八
年
九
月
二
二
日
に
廃
止
さ
れ
、
代
わ
り
に
史
官
章
程

が
発
せ
ら
れ
る
（
３４
）
。
こ
の
史
官
は
「
詔
勅
官
位
勲
記
等
ヲ
造
リ
諸
公
文
按
ヲ
草
シ
諸

務
ヲ
幹
理
シ
文
書
記
録
受
付
傳
達
等
ノ
コ
ト
ヲ
掌
ル
」
と
さ
れ
、
内
史
・
外
史
を

合
わ
せ
た
機
能
を
有
し
て
い
た
。
今
回
扱
っ
た
明
治
行
政
文
書
の
性
格
は
、
こ
の

太
政
官
制
潤
色
か
ら
内
・
外
史
廃
止
ま
で
の
ご
く
短
い
時
期
に
の
み
当
て
は
ま
る

こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
時
期
に
つ
い
て
は
別
途
検
討
・
修
正
が
必
要
で
あ
ろ

う
。
特
に
、『
公
文
別
録
』
は
明
治
一
五
年
頃
を
境
に
性
格
が
変
化
し
、
太
政
官

な
い
し
内
閣
の
決
裁
が
完
了
し
た
文
書
で
も
機
密
性
が
高
い
と
さ
れ
た
も
の
は

「
秘
函
」
に
入
れ
ら
れ
、『
公
文
別
録
』
に
編
纂
さ
れ
る
事
例
が
見
ら
れ
る
（
３５
）
。
こ
の

よ
う
な
文
書
行
政
の
変
化
を
よ
り
長
い
期
間
を
通
じ
て
見
る
視
角
は
本
稿
に
な
い
。

ま
た
、
青
表
紙
本
の
内
実
に
つ
い
て
も
「
官
符
原
案
」
を
検
討
し
た
の
み
で
、

他
の
簿
冊
の
分
析
を
行
っ
て
い
な
い
以
上
『
単
行
書
』
の
性
格
を
語
っ
た
こ
と
に

は
な
ら
な
い
。
そ
の
「
官
符
原
案
」
も
明
治
一
二
年
に
は
編
纂
を
終
え
、
裁
可
書

と
回
議
書
の
機
能
が
明
確
に
分
化
す
る
と
と
も
に
、「
諸
官
か
ら
の
奏
事
を
す
べ

て
官
符
に
よ
っ
て
処
理
す
る
太
政
官
制
の
原
則
（
官
符
行
政
）」
は
完
全
に
破
綻

し
た
と
言
う
（
３６
）
。

加
え
て
『
大
隈
重
信
関
係
資
料
』
な
ど
、
私
文
書
に
含
ま
れ
る
行
政
文
書
の
性

格
に
つ
い
て
も
本
稿
で
は
検
討
が
及
ば
な
か
っ
た
（
３７
）
。

こ
の
よ
う
に
課
題
は
山
積
み
で
あ
る
が
、
大
阪
会
議
後
の
合
意
が
政
体
取
調
第

二
期
の
運
動
を
導
き
、
さ
ら
に
正
院
中
心
の
文
書
行
政
を
促
し
た
こ
と
で
、「
漸

次
立
憲
政
体
樹
立
の
詔
」
に
結
実
し
た
こ
と
は
再
確
認
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

太
政
官
制
潤
色
を
も
っ
て
し
て
も
文
書
行
政
の
一
元
化
は
成
し
得
ず
、
な
お
か
つ

天
皇
を
決
裁
過
程
に
組
み
込
め
な
い
状
況
は
、
ひ
と
た
び
政
治
的
不
安
定
が
も
た

ら
さ
れ
た
と
き
に
太
政
官
制
の
致
命
的
な
破
綻
を
も
た
ら
す
。
明
治
八
年
九
月
の

史
官
章
程
制
定
は
そ
の
前
者
に
対
す
る
、
明
治
一
〇
年
九
月
の
「
内
閣
参
朝
公
文

奏
上
程
式
（
３８
）
」
制
定
は
そ
の
後
者
に
対
す
る
一
つ
の
答
え
で
あ
っ
た
。

註（
１
）

角
田
茂
「
太
政
官
正
院
制
の
成
立
―
「
政
体
取
調
」
の
問
題
を
中
心
と
し

て
―
」（『
史
叢
』
二
一
、
一
九
七
七
年
一
二
月
）。

（
２
）

奥
田
晴
樹
『
立
憲
政
体
成
立
史
の
研
究
』（
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）

二
六
六
頁
。

（
３
）

中
野
目
徹
『
近
代
史
料
学
の
射
程
』（
弘
文
堂
、
二
〇
〇
〇
年
）
九
四
頁
。

中
野
目
氏
は
青
表
紙
文
書
の
性
格
を
「
当
該
期
の
天
皇
が
有
し
た
政
治
的
機

能
と
直
結
す
る
太
政
官
の
機
務
に
関
わ
る
文
書
群
」
と
推
測
し
た
。

（
４
）

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
保
古
飛
呂
比

佐
佐
木
高
行
日
記
』
六
、
東

京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
五
年
、
二
二
〇
頁
。「
明
治
八
年
三
月
三
〇
日
付

伊
藤
博
文
宛
木
戸
孝
允
書
翰
」（
妻
木
忠
太
編
『
木
戸
孝
允
文
書
』
六
、
日

本
史
籍
協
会
、
一
九
三
〇
年
、
八
七
頁
）。「
明
治
八
年
三
月
三
一
日
付
岩
倉

具
視
宛
佐
々
木
高
行
書
翰
」（
大
塚
武
松
編
『
岩
倉
具
視
関
係
文
書
』
六
、

日
本
史
籍
協
会
、
一
九
三
一
年
、
二
八
〇
‐
五
頁
）。

（
５
）

時
期
区
分
に
つ
い
て
は
、
佐
賀
の
乱
勃
発
と
大
久
保
の
九
州
出
張
で
政
体

取
調
が
結
着
し
た
と
い
う
奥
田
晴
樹
氏
の
推
論
を
参
考
に
し
た
（
前
掲
『
立

憲
政
体
成
立
史
の
研
究
』
二
六
五
頁
）。

（
６
）
「
松
菊
舎
」
罫
紙
を
簿
冊
に
貼
り
付
け
る
過
程
で
切
り
取
ら
れ
て
い
る
。

（
７
）

前
掲
「
太
政
官
正
院
制
の
成
立
」
四
二
頁
。

（
８
）

下
院
の
開
設
を
避
け
難
い
と
見
る
木
戸
の
立
憲
構
想
は
、
上
院
の
開
設
の
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み
を
想
定
す
る
「
大
久
保
意
見
書
」
と
決
定
的
に
異
な
っ
て
い
た
が
、
欽
定

方
式
の
憲
法
制
定
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
た
（
前
掲
『
立
憲
政
体
成
立
史

の
研
究
』
二
三
四
頁
）。
そ
れ
が
明
治
八
年
一
月
二
九
日
の
大
阪
会
議
に
お

け
る
合
意
に
つ
な
が
る
。

（
９
）

前
掲
『
立
憲
政
体
成
立
史
の
研
究
』
一
七
一
‐
三
頁
。
な
お
木
戸
に
と
っ

て
「
政
規
」
と
は
「
一
国
の
是
と
す
る
所
﹇
国
是
﹈
に
因
り
て
之
を
確
定
し
、

百
官
有
司
の
随
意
に
臆
断
す
る
を
禁
し
万
機
の
事
務
総
て
其
規
﹇
政
規
﹈
に

則
り
て
処
置
す
る
事
を
期
す
る
に
在
り
」
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

（
１０
）

実
際
に
は
「
大
臣
参
議
ハ
何
時
ニ
テ
モ
其
事
由
ニ
拘
ラ
ズ
本
院
ニ
出
テ
會

議
ヲ
聴
具
意
見
ヲ
陳
ス
ル
ヲ
得
ル
ト
雖
決
議
ノ
員
数
中
ニ
加
ラ
ズ
ヘ
シ
」
と

い
う
よ
う
に
訂
正
さ
れ
て
い
る
。

（
１１
）
「
正
院
職
制
」（『
法
規
分
類
大
全
』
第
一
編
一
〇
、
官
職
門
、
官
制
総
、

一
七
六
頁
）。

（
１２
）
「
カ
ガ
ミ
」
と
は
決
裁
・
回
議
文
書
に
勘
査
文
言
が
付
い
た
文
書
で
あ
る
。

機
関
内
の
合
意
形
成
と
長
の
決
裁
の
た
め
に
、
文
書
の
初
め
に
関
係
者
が
回

覧
し
て
印
を
押
す
部
分
が
あ
り
、
続
い
て
伺
・
上
申
文
言
の
あ
る
行
政
判
断

が
記
さ
れ
て
い
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
本
稿
の
場
合
、
機
関
と
は
正
院
お
よ

び
内
閣
で
あ
り
、
長
と
は
大
臣
・
参
議
で
あ
る
。
そ
の
成
立
過
程
に
つ
い
て

は
西
川
誠
「
カ
ガ
ミ
の
成
立
―
近
代
決
裁
・
回
議
文
書
成
立
考
―
」（『
日
本

歴
史
』
六
二
八
、
二
〇
〇
〇
年
九
月
）
参
照
。

（
１３
）

前
掲
『
近
代
史
料
学
の
射
程
』
一
四
四
頁
。

（
１４
）
「
宮
崎
」
印
は
宮
崎
幸
麿
。
明
治
一
〇
年
九
月
現
在
で
太
政
官
八
等
属

（『
職
員
録
』
明
治
一
〇
年
二
月
〜
九
月
・
職
員
録
（
太
政
官
）
改
）。
宮
崎

は
明
治
元
年
よ
り
『
公
文
録
』
の
編
纂
を
行
い
、
一
貫
し
て
太
政
官
・
内
閣

の
記
録
編
纂
に
携
わ
っ
た
文
書
行
政
畑
の
属
官
で
あ
っ
た
（
前
掲
『
近
代
史

料
学
の
射
程
』
三
五
、
四
四
‐
五
頁
）。

（
１５
）

太
政
官
お
よ
び
内
閣
の
記
録
部
局
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
近
代
史

料
学
の
射
程
』
九
六
‐
七
頁
参
照
。
な
お
、
本
稿
で
は
文
書
の
起
案
か
ら
処

理
ま
で
を
担
当
す
る
部
局
を
原
局
、
処
理
の
終
了
し
た
原
議
を
編
纂
・
保
存

す
る
部
局
を
記
録
部
局
、
と
呼
ん
で
い
る
。

（
１６
）

前
掲
『
近
代
史
料
学
の
射
程
』
一
〇
六
‐
八
頁
。

（
１７
）
「
元
老
院
ヲ
開
ク
﹇
ノ
﹈
詔
」（『
太
政
類
典
』
第
二
編
・
明
治
四
年
〜
明

治
一
〇
年
・
第
一
巻
・
制
度
一
・
詔
勅
）。

（
１８
）

坂
野
潤
治
『
近
代
日
本
の
国
家
構
想
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
）
七

一
頁
。

（
１９
）

前
掲
『
近
代
史
料
学
の
射
程
』
一
一
〇
‐
一
頁
参
照
。

（
２０
）

前
掲
「
正
院
職
制
」。

（
２１
）

正
院
職
制
中
の
外
史
所
管
課
局
に
印
書
局
が
含
ま
れ
る
（
前
掲
「
正
院
職

制
」）。

（
２２
）

当
簿
冊
の
副
本
（『
公
文
録
（
副
本
）』
明
治
八
年
・
第
四
巻
・
明
治
八
年

四
月
・
課
局
）
は
す
べ
て
「
太
政
官
公
文
／
記
録
課
」
の
罫
紙
を
用
い
て
お

り
、
記
録
課
が
「
太
政
官
公
文
」
罫
紙
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た

だ
し
、
Ｄ
�
‐
１
に
見
る
よ
う
に
、
外
史
が
「
太
政
官
」
罫
紙
を
用
い
て
文

書
を
作
成
す
る
こ
と
は
あ
っ
た
。

（
２３
）

前
掲
『
近
代
史
料
学
の
射
程
』
九
六
‐
七
頁
。

（
２４
）
『
法
規
分
類
大
全
』
第
一
編
、
官
職
門
一
、
官
制
、
一
七
八
頁
。

（
２５
）

外
史
章
程
第
四
條
「
例
規
ニ
ヨ
リ
奏
聞
ス
ヘ
キ
事
件
ハ
太
政
大
臣
ノ
命
ヲ

以
テ
奏
聞
ヲ
経
テ
施
行
シ
、
後
ニ
其
件
銘
ヲ
簿
記
シ
テ
内
史
ニ
通
知
ス
ヘ

シ
」、
第
五
條
「
凡
ソ
例
規
ア
ル
事
件
ハ
施
行
ノ
後
其
件
名
﹇
銘
﹈
ヲ
簿
記

シ
テ
内
史
ニ
送
致
シ
、
内
史
ヨ
リ
太
政
大
臣
ノ
検
印
ヲ
受
ク
ヘ
シ
」、
第
七
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條
「
凡
ソ
諸
上
申
書
類
ハ
先
ツ
其
件
銘
号
数
ヲ
簿
記
シ
テ
後
内
史
ニ
送
致
ス

ヘ
シ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
外
史
は
受
理
し
た
案
件
を
内
史
に
送
致
・
通
知
す

る
前
に
「
件
銘
ヲ
簿
記
」
し
た
。

（
２６
）
『
伺
件
名
録
』（
明
治
八
年
四
月
起
同
六
月
止
）。

（
２７
）
「
藤
田
」
は
正
院
権
少
外
史
の
藤
田
健
（
正
七
位
）。

（
２８
）

前
掲
『
近
代
史
料
学
の
射
程
』
八
五
‐
一
〇
三
頁
。

（
２９
）

た
と
え
ば
、
明
治
四
・
五
年
「
官
符
原
案
」
に
は
太
政
官
宛
大
蔵
省
上

申
・
伺
が
含
ま
れ
、
右
欄
外
に
す
べ
て
「
裁
」
印
が
あ
る
。
こ
の
事
例
は
満

薗
勇
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
３０
）
【
表
４
】
で
言
う
と
こ
ろ
の
９７
「
朝
鮮
事
件
ニ
付
森
公
使
ヘ
訓
条
並
漢

訳
」
の
み
「
太
政
官
」
罫
紙
を
用
い
て
い
た
。
理
由
は
不
明
。

（
３１
）
「
外
史
章
程
」
第
二
條
（『
法
規
分
類
大
全
』
第
一
編
、
官
職
門
一
、
官
制
、

一
八
〇
頁
）。

（
３２
）

寺
岡
寿
一
編
『
明
治
初
期
の
官
員
録
・
職
員
録
』
第
二
巻
（
寺
岡
書
洞
、

一
九
七
七
年
）
に
よ
れ
ば
、
伊
藤
修
は
明
治
七
年
一
〇
月
の
時
点
で
権
大
主

記
（
二
九
一
頁
）、
明
治
八
年
九
月
の
時
点
で
大
主
記
で
あ
り
（
四
一
一
頁
）、

明
治
八
年
九
月
以
前
か
ら
編
集
が
始
ま
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。

（
３３
）

西
川
誠
「
左
院
に
お
け
る
公
文
書
処
理
―
左
院
の
機
能
に
関
す
る
一
考
察

―
」（『
日
本
歴
史
』
五
二
八
、
一
九
九
二
年
五
月
）
六
八
‐
九
頁
。

（
３４
）
「
史
官
章
程
」（『
法
規
分
類
大
全
』
第
一
編
、
官
職
門
一
、
官
制
、
一
八

一
‐
二
頁
）。

（
３５
）
「
明
治
期
社
会
経
済
史
演
習
」
に
お
け
る
安
原
徹
也
・
朴
完
両
氏
の
発
表

に
よ
る
。
た
だ
し
、
原
局
が
一
定
期
間
「
秘
函
入
」
に
し
て
保
管
し
て
い
た

と
い
う
意
味
で
、『
公
文
別
録
』
が
原
局
系
統
の
文
書
と
い
う
理
解
は
他
時

代
に
も
適
用
で
き
る
と
考
え
る
。

（
３６
）

前
掲
『
近
代
史
料
学
の
射
程
』
一
二
〇
‐
一
頁
。

（
３７
）

早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
。
当
資
料
中
に
は
、
カ
ガ
ミ
と
決
裁
印
の
あ
る

決
裁
原
議
が
数
多
く
存
在
す
る
。『
大
隈
文
書
』
と
し
て
マ
イ
ク
ロ
化
さ
れ

て
い
る
他
、
現
在
は
早
稲
田
大
学
古
典
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
て
閲
覧
が
可
能

に
な
っ
て
い
る
。

（
３８
）

明
治
一
〇
年
改
革
の
一
環
と
し
て
、
天
皇
は
決
裁
原
議
を
批
閲
し
、

「
可
」「
聞
」「
覧
」
印
を
自
ら
押
印
す
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
た
。
こ
れ
は
天

皇
親
政
の
具
体
的
方
策
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
言
う
。
前
掲
『
近
代
史
料
学
の

射
程
』
一
一
一
頁
。

﹇
附
記
﹈
本
稿
は
平
成
二
一
年
度
夏
学
期
「
明
治
期
社
会
経
済
史
演
習
」（
担
当
教

員
・
鈴
木
淳
）
で
の
発
表
を
元
に
し
て
い
る
。
参
加
者
各
位
に
お
礼
申
し
上
げ
る
。

ま
た
、
本
稿
は
平
成
二
一
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
）

の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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